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我々は、アブレーションダイナミクスを観測するために、フェムト秒レーザーポンプ・ピコ秒

軟 X線レーザープローブの光学系を構築してきた。今回はこの装置を用いて、融点が異なる白金

(Pt, MP: 2045K)と金(Au, MP: 1337K)におけるフェムト秒レーザーアブレーション過程の時間分解

軟 X線反射率計測を行ったので報告する。 

図 1に、チタンサファイアレーザー光（795 nm, 80fs）を照射後、各遅延時間における白金、金

の軟Ｘ線反射率像を示す。白金と金の両方で観察された中心部の反射率変化は、表面粗さとアブ

レーションフロントの密度勾配によるものと考えることができる。図 1 から、白金が金よりもか

なり早い時間で反射率の減少をはじめることが分かる。白金の図中の赤矢印で示した位置におい

てレーザー照射後 20psの時点ではぼんやりとしたリング状の影が見え、52psではリング状の反射

率変化がはっきりとしてくる。このリングのエッジ（端）が、十分に時間が経ち反応が終わった

後の照射痕径とほぼ同じになる。一方で金の反射率においては、244psでは赤矢印周辺部に反射率

の増減が顕著に見られる多重のリング構造が観測された。この多重リング構造は、アブレーショ

ンで剥離した薄膜状のアブレーションフロントと、その下にある基板の金属面の間で軟 X線が干

渉することによるニュートンリングであると考えられる。さらに数十 nsまで観測を行うと、中央

部の低反射率部が水平方向に伸びていく現象も観測された。この現象は、アブレーションフロン

トの膨張が高さ方向に大きくなることによって起こる反射率の低下だと考えられる。講演では、

これらの原因や機構についての考察を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１： フェムト秒レーザー照射後の白金(Pt)と金(Au)における軟 X線反射率の時間発展 
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